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1. は じ め に 

平成 11年広島災害や四国地方を襲った平成 16年豪雨災害、NEXCO九州道や山口県での法面降雨災害など、

いわゆる０字谷に相当する斜面で発生した表層崩壊がトリガーとなって土石流を発生させるケースが多くみ

られる。このため、山腹斜面での表層崩壊危険度判定が土石流災害対策における砂防事業の優先度検討・警

戒避難支援のために必要となっている。近年、山腹斜面における表層崩壊危険度判定を行う基礎データを蓄

積するため、土研式簡易貫入試験機の改良型である「ＳＨ型貫入試験機」を用いた調査が積極的に実施され

ており、多くの興味深い結果が得られている。ここでは、これらの調査データを用いた、危険度判定のため

の崩壊深の設定事例について報告する。 

2. 花崗岩地帯での Nd/drop 値と崩壊深 4) 

調査対象地区の地形や地質特性に応じた崩壊深の設定方法としては、現地内に見られる崩壊地内外でＳＨ

型貫入試験を実施し、崩壊した地層や崩壊しなかった層の Nd/drop 値を設定したうえで、他の試験地点毎に

崩壊する恐れのある地層の崩壊深を判定するものである。 

今回の試験地は、広島西部山系にある住宅団地背後の渓流(花崗岩・一部にヒン岩)である。現地には、崩

壊跡地形が集中して認められ、なかには新しい崩壊跡と古い崩壊跡地形が存在することから、崩壊する恐れ

のある地層並びに崩壊しない地層の Nd/drop 値の設定を試みた。なお、地層区分は表 2.1 に基づいた。 

 

 

○ 新しい崩壊跡地形での調査結果 

図 2.1 にある崩壊地において Nd/drop 値の比較を実施した(図 2.2)。その結果、崩壊し消失した地層の

Nd/drop は５以下となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2.1 ＳＨ型貫入試験結果に基づく土層の分類 1) 

 

図 2.1 ＳＨ型貫入試験位置図 図 2.2 ＳＨ型貫入試験結果比較グラフ 
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○ 古い崩壊跡地形での調査結果 

図 2.3 にある崩壊地において Nd/drop 値の比較を実施した(図 2.4)。その結果、崩壊せずに斜面上に残存

した地層の Nd/drop は 20 以上となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 研究成果及び今後の方針 

○ 研究成果 

今回実施した崩壊地内外でのＳＨ型貫入試験結果から、以下のことが分かった。 

① 花崗岩地帯の斜面において、崩壊する恐れのある地層は、Nd/drop＝5 以下の土層である 

② 花崗岩地帯の斜面において、崩壊せずに斜面上に残存する地層は、Nd/drop＝20 以上の土層である 

○ 今後の方針 

花崗岩地帯でのすべり面の Nc 値は、概ね５～10 程度となっており、当該地においても同様の結果が得ら

れた。また、小山内ら２）によれば、表層崩壊のすべり面の Nc 値は 10 程度であり、綱木ら 3)の研究から、火

山岩地帯において崩壊する恐れのある地層の Nd/drop は 10 との報告もあり、地質帯等による違いが見受けら

れる。一方、崩壊せずに残存する地層については、小山内ら 2)により Nc>20 の地層は崩壊せずに斜面上に残

っているとの研究成果があり、今回も同様の結果が得られた。 

しかしながら、精度良く Nd/drop 値と崩壊深を設定するためには、現時点ではデータ数が少ない。平成 21

年度において国土交通省によって、当該箇所と同様な調査業務が多く実施されており、これらのデータを解

析することで、地質帯や地形等の特性を反映させる必要がある。 

4. お  わ り に 

崩壊深の設定は、砂防事業のみならず、他の事業においても重要な事項となる。特に、急傾斜地崩壊防止

事業における対策工(待ち受け擁壁工)に作用させる衝撃力の算定では、崩壊土砂の厚さが大きく関与するこ

とから、適切な対策規模を計画するためには、精度の良い崩壊深の設定が重要となる。今後、データを蓄積

したうえで、精度の良い判断基準(Nd/drop 値)を策定することが課題である。 
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